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2017 年 11 月 18 日午前 11 時半頃、ハラレ市内で「結束マーチ（solidarity march）」と銘打たれ
たデモに参加している女性が興奮気味にインタビューに答えている様子が、BBC ニュースのライ
ブ映像で放送された。この女性は、乳飲み子を背中に抱えながらデモに参加していた。 











は恐れずに、 1980 年のジンバブエの独立から 37 年続いていたムガベ政権の終焉と新政権の樹立
を求めて行進した。 
マーチは何処へ？ 














2017 年 11 月はジンバブエにとって特別な月となった。ムガベ大統領によるムナンガグワ副大
統領の解任から、ムガベが失脚し、ムナンガグワが新大統領に就任するまでに要した期間は、た
ったの 2 週間だった。 
ムガベの健康問題や高齢による明らかな衰えがテレビの画面越しからも窺えるようになってい
た一方で、ムガベが率いてきた与党「ジンバブエ・アフリカ民族同盟・愛国戦線」（Zimbabwe African 
National Union-Patriotic Front: ZANU-PF）内では、大統領の後継者を巡って派閥が形成されていた。
その派閥争いは、グレース・ムガベ夫人を囲む一派と、ムナンガグワを囲む一派のあいだで構成
されており、派閥間の緊張は、2017 年に入ってからはほぼ連日独立系各紙で報じられていた。グ









2017 年 11 月まで、連日 ZANU-PF 党内の亀裂が報道されていたにもかかわらず、党自体は平穏
を装っていた 2。しかし、2017 年 11 月 4 日、ジンバブエ第二の都市であるブラワヨ市で行われた
ムガベ大統領等の ZANU-PF 幹部による ZANU-PF 青年団との対話を目的とした集会で、党内の緊
張が一気に表面化した。集会に集まった青年団は、登壇したグレース夫人を歓迎するどころか、
なじりはじめた。グレース夫人の豪奢な生活ぶりから、国民は同夫人へ信頼を寄せてはいなかっ
                                                   
1 2014 年 12 月 14 日付「サンデーメール」紙によるムナンガグワ夫人に対するインタビュー。 














ラリーが行われた 2 日後にあたる 11 月 6 日、ムナンガグワは副大統領職から解任され、また
ZANU-PF からも追放された。 

























                                                   
3 本ブラワヨ・ラリーの様子は、11 月 4 日付の南アフリカ国営放送のニュースで大きく報じられ、また YouTube
にアップロードされた動画でも記録されている。 




（著者友人 Tarisai Nhandara 氏撮影） 
結束マーチの一場面 
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内の ZANU-PF 本部前で、今後は ZANU-PF のトッ
プとして国民へ奉仕することを誓った。ムナンガグ
ワは、11 月 8 日に副大統領職を解任され党を追放さ
れてから、わずか 14 日で大統領職に就任した。 
37 年間続いたムガベの時代は、党内のワニによっ
て噛みつかれた。この政権交代は、軍によるソフトな先導で、ソーシャル・ネットワークを駆使
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ジンバブエの土地問題は、ムナンガグワ大統領が 2018 年 1 月中旬にスイスのダボスで出席した
世界経済フォーラムでも語られた。ムナンガグワ大統領は、ジンバブエで伝統的に白人大規模農
家を中心にして構成される商業農家組合（Commercial Farmers Union）を引き連れてダボス会議に





年に開始された急速的土地改革（Fast Track Land Reform Programme）が直接的に関わっている。
この急速的土地改革が開始される前までは、植民地期の人種間で二極化した土地所有構造を引き
継いでおり、2000 年当時（土地改革の実施直前のデータ）でも、農業人口の約 0.4%の約 5000 件
の白人農家が約 3 割の肥沃な国内農地を土地の所有権を持って所有し、農業人口の残り約 98.7%
を占めるアフリカ人農家は、植民地期にアフリカ人居住区として割り当てられた「共同体地区」













った運動がきっかけとなっている［Sadomba 2008, Sakata 2017, 吉國 2008］。いずれにせよ、この
急速的土地改革を通して、白人農家の数は 2000 年時点の 5000 世帯から 2010 年には 1400 世帯弱
に減少し、また白人農家が所有する土地の農地の割合は 2000 年時点の全体の約 27%から 2010 年
                                                   
6 残りの約 1%の農業人口はアフリカ人商業農家で、共同体地区以外の農地（全体の約 4%）で農業を営んでいた。
また農地全体の約 8%は、国営あるいは私営のエステート（estate）農場に割り当てられていた［Moyo and Nyoni 
2013］。 
マーチは何処へ？ 
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